
関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :平成 22・ 12・ 17原第5号 99

成績書管理番号:02    1 :  ~

み俸も年f∫ 角

原子力規制委員会



使用逮検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高採発電所第1号機

2検査申請   検査申請∵覧表のとおり

3族套期日「 '自  令不露 す 年

至 令和 年 か月透争日

4検査場所    使用講検査記録のとおり

成績書管理番号 i02
イ

5検査実施者 l i検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

/



検査申請書番号

(申請年月日)

(平成22年 12月
(平成23年  4月
(平成28年  7月
(2020年  3月
(2022年  7月
(2022年 12月
(2023年  5月
(2923年  6月
(2023年  7.月

関 464号
関原発第 37号
関原発第 202号
関原発第 612号
関凍発第 198号
関原発第 537号
関原発第 70号
関原発第 155号
関原発第 220号

17日 )
12日 )
6日 )

24日 )
と自)

15日 )
26日 )
2子 1日 )

13日 )

成績書管理番号 102

検査申請す覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認♭表中に追記する。
|          イ

ル



｀
検査結果一覧表

成績書管理番号 :02

詢

特記事項

令し

検査立会責任者

辮 鵞 主任技術者

声ぜ/ラィ…ダ…と∵ノ多仕推駆

泡勢
=糀
推術

原子力検査官

工 翌

rヽ

イ

,″tiiフ 冒吾■|み、

ラう嫁
― 鯵

検査結果

〆
降

検査年月日

令和く舞年`

′月2静日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発露所第 1号機 使用前検査記録
一 共通事項

成績書管理番号 :02

痰査年月自:令和 争年 ど
‐
月 ユ浄 甲

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧:|

検 査 をす る工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。  !

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

聟



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機、使用前検査記録

(五号検査)
成績書管理番号 :02

検査年月日 i令和ど汗箸   月 ゑ伊 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録 (必要に応じ保全実績の記録を

含む。)が準備されていること。   1
記録確認 筵抄・一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 @―
検査用計器が校正されており有効知限内であるこ

と及び必要な測定範囲、測定精度を有しているこ

と。                       、
記録確認 ○ ‐

系統構成が完了していること。

・∈多/

記録確認 ◎
エ

了簾



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(五号検査)

成績書管理番号 :02

検杢午角日 :令和す 年 か 月 かか 日

検 査 場 所二関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設      )
一時冷却材の循環設備 主配管

1次冷却材管ループA高温側～力騒圧器

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

機能・性能検査

運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされi所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するものであ

ること。  !   '      す

う

伶
記録確認

「

・目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照    =

備考

´
ノ

ら



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(五号検査)

:       (立 会検査)
成績書管理番号 :02

検査年月写
:令琴置|デ苺 伊 月 ,3‐日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

主配管     ヽ

1次冷却材管ルエプ

A高温側～加圧器

運転性能検査

′Jll添 1

運転性能検査記録

参照

当■

砲 目視

備考

序



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器∵覧表

添付資料 3-4

成績書管理番号 :02
月)予 日検査年月厨 :令和 す 年

(F.S:フルス/てン)※ :次固定期事業者検査まで                   イ

※ 1:加圧器比例ヒータ電流は実効値を平均値 (0～ 340A)に変換して表示する。
※2:検査に使用する計器番号にOを記入する。

箸

検査項目 計器名称 計器番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

加圧器温度

液相部

2022.12.22

※

加圧器温度

気相部

2022.12.22

※

加圧器温度

サエジライン ※

※
加圧器圧力 (保護系)C=fl

加圧器圧力 (保護系)CH2
※

加圧器庄力 (保護系)CH3
2022.11.29

※

加圧器圧力 (保護系)CH4
2022.11,29

X

加圧器水位CHl
2023,1.20

※

力E圧器水位CH2
2023.1.20

※

加圧器水位CH3
※

2023.1.20

加圧器水位 CH4
2023.1.20

※

加圧器比ケllヒータ電流
※】

A相
2. 2 I

加圧器比例ヒータ電流
著1

B本ロ   イ ※

加圧器比例ヒ
=夕
電流
※I

C本目
・
と

※

l各縦容器 じんあいモニタ
2023.4.7

※

格納容器ガスモニタ
2028.4.7

※

発電機電力
2023.1.11

※

負
荷
検
査

瞬時値 (1分値)
発生器熱出カ 2023.4.5

※



亀
＼
１

連 転 性 能 検 査 記 録 表

1定格熱出力…定運転実施に伴 う発電設備の健全性評価普Jの チむ鼈設備の上 ll民 (′ ,電気出力,本気発生器熟出力
'ゅ

・4時 値 (1分値)は原子炉施設腺安規定記載値)
の過脱lk除 く。
配入する。

(米 1,鮮
くXZ〕 ゆ
(浪 3)検

値
ぎ
に

報
』
止

くただと、発電機電力 1■
攀に伴い発と七十 る瞬時値
使用する言「器番 聯に0を 覇

一

と次冷去μ
設
. 
備

MWt

言「傑機

2421.5

12123.2

2■ 23.3

2■225

2■ 23.9

2425.3

2424.5

2124.8

2424む

推電機

発

電

機

電

力

MW

計算機

819

$48

813

S18

t'■7

S17

S10

845

846

放射線管理設備

フ神 セスモニタ

格

納

容
ガ器
ス
こと

タ

cpm

計算機

1.54X10'

1.54X103

1,55X10`〕

1.52X10'

1.51X10('

1.51X10.'

1.48X101

l.53X10$

1.16X103

格

納

容

器
じ
モん
二あ

夕い

CPm

'「

算機

1,71× 10芝

l.85X10を

1,71X10ど

1.76X10イ

1,81X102

′1,SiX10 2

1,84X10芝

1.79文 10=

1,70X10▼

l次 冷 却 骰 捕

力|| 圧 器

比例ヒータ電流

C

lt日

A

密1・算機

241

215

212

2■ 3

ツ40

2t,9

Z43

21,9

243

B

相

A

計算機

213

247

;242

2■ 3

241

239

2■ 3

24i

245

A

オ円

A

計舞機

212

之46

242

2■ 3

241

238

242

211

214

水   位

チ

ヤ

ン

ネ
ル

Ⅳ

%

計傑機

5S16

58.6

58,6

586

53.6

58.6

58,6

586

58.6

チ
ヤ

ン

ネ
ル

Ⅱ

%

計算機

58.5

58.5

58.5

58.5

5S.5

58.5

58.5

581

58.6

チ
´ヽ′

ン

ネ
ル

■

,「餌機

53.S

58〔寄

5318

5S.8

5(与 8

5(3.8

588

5S,7

58.8

チ
・ャ

ン

ネ
ル

1

%

計算機 :

59,2

59.1

59,2

59、 1

59.1

591

59.2

59.0

50.2

温   度

‐
lナ

|

ジ
フ

イ

ン

密1第稿t

339.6

389,9

389.S

339,8

389.9

339.9

389,9

339,8

339,9

℃

出‐算機

815,0

315,0

345,0

t,■ 5.0

346.0

31150

3450

3■ 5,0

3■ 5,0

il梵

1自

‖
」
l∫

℃

計算機

3`t4.5

31■ ■

1'1■ .5

8111.5

3■ 4.5

31■ どf

3■■.5

3■ 4.5

:'14_1

圧 カ

チ
‐ヽ′

ン

ネ
ァレ

Ⅳ

ふlttIPa

苗t,モ事釜

積5111

15、 41

15.111

1541

1541

1(「,,11

1511

弦5.11

15.11

チ
ヤ

シ′

ネ
ル

Щ

MPd

計算機

15.1■

15,1(1

15,■ 1

15_11

15.1■

15,11

15.13

15111

15‐13

チ
ヤ

)/

ネ
ル

Ц

MPa

計算機

15.30

15、き9

15、〔

'9
15.39

15:'9

15139

153S

15t,$

15.38

Ⅳ生Pa

劇‐算機

■

15.■ 1

〕6 Sti

15・ 11

ltF)il

15.111

15■ 1

15■ と

15■11

151,11

測定唄日

よ主主   1立

計器祉コ11

Fr器番号

制駅 n道
(米 1)

時刻

00100

09:t,0

10:00

10:30

ll'00

1ド 30

12'00

12:30

li3:(,0

測
　

　

定
　

　

値



関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機

使用前検査成績書

要領書番 号  :平成 22。 12・ 17原第 5号 99

成績書管理番号 :01 1

彿 か年 ク月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請   検査申請す覧表げとおり

成績書管理番号 :01

3検査ダ翻日 自塔羽憩̀∫:年 夕月

轄 沖 ∫ 年 ク月

ノ′辱

/9日

4検査場所    使用前検査記録=のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果∵覧表のとおり

て
、

7添付資料    使用前検査記録

′



成績書管理番号 :01

検査申講―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し泰中に追記すo。

関原発第464号
関原発第 37号

関原発第202号

関原発第612号 .

関原発第 198号

闘涼発第 537号

関原発第 70号

関原発第 155号

関原発第220号

(平成 22年 12月′17日 )
(平成 23年- 4月 12日 )i

(平成 28年  7月  6日 )

(20:20年  3月 24目 )

(2022年 1 7月  1層 )

(2022年 12月 15日 )

(2023年  5月 26日 )

(2023年  6月 21日 )

(2023年  7月 13日 )

検査申請書番号

(申請年月日)

と



検査結果下覧表

成績書管理番号 101

特記事項

1日電気事業法に基づき旧独

立行政法人原子力安全基盤

機構にて実施したイ項使用

前検査 (1号検査)|こついて

は、核原料物質、核燃料物質

及び原子炉の規制に関する

法律に基づき、工事計画に従

い製作され、据付けされ、所

定の性能を有しており、技術

基準に適合するものである

ことを確認した。

鳴 本
一ォ 徽本

―看消諄浄年
ク月/ヮ 日

柔ヽ

彰 /挙＼セ

ふアク″̀タャザンと汀蚤

主任技術者発え曇盈



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :01

検査年月日 :神 も
こ
年 フ 月 /ノ 白

検 査 場 所 :関西電力株 >ヽ会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書等の確認

備考

0・

一

;ど

確認事項 確認方法 確認結果

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認 Q・ T

Q・ 一
工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

とと

記録確認

旧電気事業法に基づき

1日独立行政法人原子カ

安全基盤機構にて実施

されたイ項使用前検査

(1号検査)が終了し

ていることを「使用前

検査結果通知書」(10

検討受使-0173)

により確認する。

記録確認



添付資洛,3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(四号検査)

成績書管理番号 :01

検査年月日:/令脅ょ年 ク 月 ノタ 日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項

申請者の品質記録 (必要に応じ保全実績の記録を

含む。)が準備されていること。   |

確認方法 結果 備考

記録確認 Q

必要な図画等が準f薦されていること。 図面等確認 Q
検査用計器が校正されており有効期限内であるこ

と及び必要な測定範囲、測定精度を有しているこ

と。

記録確認 Q

系統構成が完了していること。
O
鱒 Q,一

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(四号検査)

検 査 対 象

添付資癬 3-2

使用前検査記録

検査年月日 :冷力 す 年 ク 月 ノ′ 日

検 査 場 所 ,関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

|こ基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (必要に応じ保全実績の記`記録確認は、工事計画 |

録を含む。)(※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-4-0360

・目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

r

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循環設備

主配管

別添 1に示す範囲

検査結果

長ヽ
◎

設備及び機器が工事計画に従い製

作され、据付けされ、所年の性等を

有しており、技術基準に適合するも
′

のであること。

系統機能検査

(バウンダリ構成確認検査)



添付資料 3i3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(四号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :01

痰査年月日:冷乖す準 ク Fノタ 日
検査場所:関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

1次系冷却材管

ループA高温側

加圧器

系統機能検査

(バウンダリ構成確認検査)
別紙 1参照 及" 目視

以下余白

備考

タ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録1   
検査用計器一覧表

添付資料3-4

成績書管理番号 :01
検査年月日 ょ年ク月ノ 日

校正年月日

有効期限
備考測定精度管理番号 測定範囲検査項目 検査用計器

2023.5,19

2023,8,31
丑
ｒ
ｌ
ヽ

ヽ

，

′圧力計

23.5.

23.8.

９

　

１

１

　

３

０

　

０

２

　

２ (移 ))圧力計

バウンダ

リ構成確

認検査

以下余白

才



別紙 と

高浜発電所第 1号機

備考

バウングリ構成確認検査記録

※2:通常運転圧力×ととと(15,41MPa× 1.1=16.96MPか 以上

社団法人日本機械学会「発電用原子力設備規格 設計 1建設規格紀005年度
'板

乾007年追

補版を含む))(JSME S NC卜2005/200η PHT-2121」 の規定に準捉した検弯圧力 (通常澤転圧

力の 1.1倍 )

中1定基準 i原子炉冷却本オ圧カバウンダリを構成する機器に異常がないこと。

査

法

検

方
結果

保持

時間

(分)

漏えい

検査圧カ

(MPa)

最高使用圧力

(MPa)

耐圧検査圧力

(MPa)※ 2
検査対象

k/ノ ノ タ 、
目視と8.5※

'

/ス ,

1次系冷却材管

ルエプA高温側

加圧器

ア



工事計画本文 (原規規発第1606104号 )(平成28年 6月 10日認可)
原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るも
4 -次 冷却材の循環設備に係る
(3)主配管の名称、最高使用圧

の (蒸気タービンに係るものを除く。)にあっては次の事項
次の事項
力、最高使用温度ヽ 外径、厚さ及び材料

ヽ
も

!検査対象範囲

吏 な し

くとT)

18:5

355.6

蒲
|

度タト

高使用

力

(MPa) (に田l)

変 更 後

さ材

(mm)

称名さ

(mn)(mttn)

名 径

(℃ )

変 更 前

高使 高使用

度タト

(℃ )

称  圧  カ

(MPa)

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

０
６

ヽ

注

　

〔６

ASME

SA351

Cr,CF8M

(SCS14

相 当)

一
次
冷
却
材
の
循
乗
設
備

(注 48)

31.2

(35.7)

355.6

加圧器

(注 3)

(注 2

加圧器

14B

一次冷却系

加圧器サージ

ライン用管台

14B

一次冷却系

加圧器サエジ

ライン用管台

遭
郭

解

含
＼
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ヽ
ヽ

変 更 後

牛オ 料

変更なし

変更なし

外  径 厚   さ

(m孟 ) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 7〕

360

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(濃 ?〕

18.5

名 称

(ィ主G〕

弁

(lV-8945A、  B、  C)

6B

安全注入系

ライ ン用管台

一
久
冷
却
材
の
循
環
設
備

変 更 前

財  料

SUS316TP

SUS316TP

厚   さ

(mm)

(注 a,26)

18.3

(注3,25〉

18.3

外  径

(lnlll)

(注 a)

168。 3

(注 3)

168.3

名 称

験再停用1最¬使用
圧  力躁  度
(MPa)|(℃ )

(藤 11)|

弁

(lV-8940A、  B、  C)

17 16 343

次
冷
却
材
の

循
環
設
備

6B

安全注入系

ライ ン用管台

選
郭

牌

（囀＼
９
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10検計受使二〇173
平成 23年 5月 11日

経済産業大臣

海江田 万里 殿

使用前検査結果通知書

独立行政法人原子力安

理事長  曽我部

平成22年 12月 22日付け平成 22・ 12'17原第5号 をもって通知があり、平成23

4月 13日付け平成 22・ 12・ 17原第 5号 をもって内容の変更の通知及び連絡がありました

使用前検査につきましては、下記のとおり実施しましたので、電気事業法第 49条第 4項に基づ

き通知いたします。  (

を受けた者の氏名又は名称及

並びに法人にあつては、その

の氏名 略二三
力株式会社

北区中之島 3丁目6番 16号

社長 八木 誠
検査を受けた特定事業用電気エ

に係る事業場の名称及び所在地

作
ッ

履舞琶買駆郡高浜町田ノ浦

検査年月日 「成 23年 1月 29日 i4月 18日
を実施した場所 「浜発電所

検査の対象 「1号機原子力設備
原子炉冷却系統設備
 ́ 一次冷卸材の循環設備
主配管

検査の方法 掃け紙のとおり
検査の結果 l良 (別紙のとおり)

庁



高浜発電所 第1号機使用前検査

tと ,壌塞8霧棄燃洋細
検憲吾寝垂綴哀碁景著し,(費纂海七?歳遭払ち。

(別紙)

・備考

・添付資料
添付 1と
添付2:褒嚢轟装馨賃馨びFヤち狼墓賛露愛〒悸膨琴ぢ

°「

設備名 系統名 検査結果 検査実施要領書

原子炉冷却系統設備 一次冷却材の循環設備 (主配管) 良 10機要 (高浜 1)使イ02

＾
‘
・

メど



イt司 |

10検討受使-0173

今
し

ｉ
ｔ
，
干

3

関西 力株式会社

高浜発電所 第 1号機

構 造、強度 又 は漏 えいに係 る

使用前検査実施要領書

設 備 名 :原子炉冷却系統設備
系 統 名 :一次冷却材の循梁設備

(主配管)

要領書番号 : 10検要(高浜 1)使イ02

平成 23年
・
二
｀
月

独立行政法人 原子力安全基盤機構

検 査

チーム長
担 当

梱井事務所

検査Gr長
審議役

(検査統括)

検査技術

グループ長
部 長

H2含.I.12

メ7
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I.検 査 目 的

本検査は、独立行政法人原子力安全基盤機構が電気事業法第 49条第 3項に基づき実施する、

同法施行規則第 69条第一号表学イの工事の工程に係る使用前検査について(原子炉冷却系統
設備のうち一次冷却材の循環設備の主記管を取 り替える工事において、当該設備が認可された

工事計画に従い製作・据付けされ、経済産業省令に定める技術基準に適合しないものでないこ

とを確認するもので、以下の検査を実施する。

1.材料検査

2.構造検査

(1)寸法検査

(2)外観検査

(3)据付検査

8.強度・漏えい検査

(1)耐圧検査

(2)漏えい検査

認可された工事計画とは、国内外における 600系ニッケル基合金使用部位に応力腐食割れが

確認されていることに鑑み、予防保全の観点より、加圧器のサージ用管台とサージ用管台セー

フエンドの溶接部の材料を耐応力腐食害Jれに優れた 690系ニッケル基合金に変更する工事であ

る。

この変更に伴い、作業性の観点から取 り外す接続配管の
上部について、ASME SA 351

G■CF8Mか らSUS31制Vへ取り替える。
工事範囲は次のとおりである。

。1次冷却材管ルエプA高温側から加圧器までの配管の一部を取り替える。       |

主配管は、「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令(昭和 40年 6月 15日、通商
産業省令第 62号 )」 (以下「技術基準」という。)により、以下の機能を満足させるための健全
性が要求される。

学原子炉施設並びに一次冷去「材又は二次冷却材により駆動される蒸気タービン及びその附属設備

は、これらに作用する地震力による損壊により公衆に放射線障害を及ぽさないようた施設しな

ければならない。 (第 5条第 1項)

・前項の地震力は、原子炉施設並びに一次冷却材により駆動される蒸気タエビン及びその附属設

備の構造並びにこれらが損壊した場合における災害の程度に応じて、基礎地盤の状況、その地

方における過去の地震記録に基づく震害の程度B地震活動の状況等を基礎として求めなければ

ならない。 (第 5条第 2項 )
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・原子炉施設 (補助ボイラーを除く。)は、その健全性及び能力を確認するために、原子炉の運

転中又は停止中に必要な箇所の保守点検 (試験及び検査を含む。)ができるように施設しなけ

ればならない。(第 8条第 2項 )

・安全設備は、想定されているすべての環境条件においてその機能が発揮できるように施設し

なければならない。(第 8条の 2第 2項)

:原子炉施設 (圧縮機及び橋助ボイラーを除く。)に属する容器、管、ポンプ若しくは弁 (以下「機

器」という。)若 しくはこれらの支持構造物又は炉心支持構造物の材料及び構造は、次の各号に

よらなければならない。この場合において、第 1号から第 7号まで及び第 15号の規定につい

ては、使鷹前に適用されるものとする。 (第 9条 )

・クラス 1機器及びクラス 1支持構造物に使用する材料は、次によること。 (第 9条第一号)

・クラス 1機器又はクラス 1支持構造物が、その使用される圧力、温度、水質、放射線、荷重等

の条件に対して適切な機械的強度及び化学的成分 (使用中の応力等に対する遊切な耐食性を含

む。)を有すること。(第 9条第一号イ)

・クラス1機器 (ク ラス1容器を除く。)又はクラス1支持構造物 (ク ラス1管及びクラス1弁を

支持するものを除く。)に使用する材料にあつては、当該機器文は当該支持構造物の最低使用温

度に対して通切な破壊じん性を有することを機械試験等により確認したものであること。

(第 9条第一号ハ)

・クラス 1機器又はクラス 1支持構造物 (棒及びボル トに群長る。)に使用する材料にあつては、有

害な欠陥がないことを非破壊試験により確認したものであること。(第 9条第一号二)

・クラス 1機器及びクラス 1支持構造物の構造及び強度は、次によること。(第 9条第八号)

・クラス 1機器にあつては、最高使用温度、最高使用圧力及び機械的荷重が負荷されている状態

(以 下「設計上定める条件」という。)において、全体的な変形を弾性域に抑えること。

(第 9条第八号イ)

・タラス1容器 (オメガシール等を除く。)、 クラス1管、クラス1弁及びクラス1支持構造物に

あつては、運転状態Ⅲにおいて、全体的な塑性変形が生じないこととただし、構造上の不連続

部における局部的な塑性変形はこの限りではない。 (第 9条第八号ハ)

・クラス 1容器 (オメガシール等を除く。)、 クラス 1管及びクラス 1支持構造物にあつては、運

転状態Ⅳにおいて、延性破断に至る塑性変形が生じないこと。 (第 9条第八号二)

-2-
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。クラス 1容器 (ボルト等を除く。)、 クラス 1管、クラス 1弁 (弁箱に限る。)及びクラス 1支持

構造物にあつては、運転状態 I及び運転状態Цにおいて、進行性変形が生じないこと。

(第 9粂第八号へ)

・クラス 1容器、クラス 1管、クラス 1弁 (弁箱に限る。)及びクラス 1支持構造物にあつては、

,運転状態 I及び運転状態こにおいて、疲労破壊が生じないこと。 (第 9条第八号卜〉

・クラス1管にあつては、設計上定める条件において、座屈が生じないこと。(第 9条第八号り)

・グラス 1機器、クラス 2機器、クラス 3機器、クラス 4管及び原子炉格納容器はヽ次の各号に

よる圧力で耐圧試験を行つたとき、これに耐えてかつ、著しい漏えいがないものでなければな

らない。ただし、気圧により試験を行う場合であつて、当該圧力に耐えることが確認された場

合は、当該圧力を最高使痛圧力 (原子炉格納容器にあつては、最高使用圧力の 0。 9倍〉ま 、

に減じて著しい漏えいがないことを確認することができる。 (第 11条第 1項 )

。内圧を曼ける機器に係る耐圧試験の圧力は、機器の最高使用圧力を超え、かつ、機器に生じる

全体的な変形が弾性域の範囲内となる圧力とすること。ただし、クラス 1機器、クラス 2省又

はクラス 3管であつて原子炉圧力容器と一体で耐圧試験を行う場合の圧力は、燃料装荷までの
`

間に試験を行つた後においては、4通常運転時の圧力を超える圧力とすることができる。

(第 11条第 1項第一号)

・原子炉冷却材圧カバウンダリを構成する機器は、一次冷却系統に係る施設の損壊等に伴う衝撃、

炉心の反応度の変rヒによる荷重の増加等に耐えるように施設しなければならない。

(第 16条の 2)

えヽ
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I.検査場所及び検査範囲
1.検査場所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

関西電力株式会社 高浜発電所

2.検査範囲                  ャ

検査範囲は、「Ⅲ。設備概要」に示す工事計画認可申請書に記載された設備とする。

(添付資料-1「検査範囲図」参照)

強度。漏えい検査については、現地据付後の工程において、最高使用圧力のと,25倍の水

圧での耐圧検査、漏えい検査を実施することが困難なため、工場 (三菱重
=業
株式会社 神

戸造船所)段階における単品での耐圧検査、漏えい検査を実施する。

また、現地据付後の耐圧検套、漏えい検査に?いては、原子炉圧力容器と一体で行うことか

ら通常運転圧力の 1。 1倍の水圧での耐圧検査、漏えい検査を実施する。

我
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Ⅲ.設 備 概 要

と.主要機器仕様            .
原子炉冷却系統設備 (加圧水型原子力発電設備 )

(1)一次冷却本オの循環設備

主配管

名  称

検査対象

( )は公称値を示す。

2.工事計画認可関係

申請回

材料

ASME SA351
GiCPSM
(SCS14相当)

申 請 機 器

原子炉冷却系統設備

―次冷却材の循環設備
「
主配管

最高使用

圧力 '

(MPa)

最高使用

温度

(℃ )

外径

(mm)

厚さ

(mm)

一

次

冷

却

材

の

循

環

設

備

1次冷却材管
ループA高温偵I

加圧器

17_16 360 (355,0 (35。 7)

SUS316TP

号

日

番

胡年

可

可

認

認

平成 22・ 08・ 23原第 2号
(平成 22年 9月 21日 )

えう

◆



Ⅳ.検 査 方 法

1.材料検査

(1)検査前確認事項

a.事業者の品質記録が準備されていることを確認する。

b.必要な図面が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

a.工事計画に記載されている材料を事業者の品質記録 (材料検査証明書等を含む)により確

認する。

また、技術基準の規定に基づき実施した非破壊試験結果を事業者の品質記録により確認

生  する。

2。 構造検査

(1)寸法検査

a.検査前確認事項

(a)事業者の品質記録が準備されていることを確認する。

(b)必要な図面が準備されていることを確認する。

(c)主要寸法の測定に使用する検査用測定機器の校正が完了しており、校正有効期限内で

あること及び必要な測定範囲、測定精度を有していることを確認する。

b.検査手順

(a)工事計画に記載されている主要寸法を、事業者の品質記録により確認する。

なお、主要寸法測定要領を添付資料‐2に示す。

(2)外観検査    
‐

a.検査前確認事項

(a)事業者の品質記録が準備されていることを確認する。

(b)必要な図面が準備されていることを確認する。

b.検査手順             |

(a)各部の外観を目視により確認する。

(3)据付検査

a.検査前確認事項

(a)事業者の品質記録が準備されていることを確認する。

(b)必要な図画が準備されていることを確認する。

bi検査手順

(a)機器の据付位置、キ居付状態について目視により確認する。

をχ
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3.強度・漏えい検査

(1)耐圧検査

a.検査前確認事項

(a)事業者の品質記録が準備され、検査が行える状態であることを確認する。

(b)必要な図面が準備されていることを確認する。     |
(c)使用する検査用測定機器の校正が完了しており、校正有効期限内であること及び必要

な測定範囲1測定精度を有していることを確認する。

(d)系統構成が確立されていることを確認する。

b.検査手順

(a)工場 (三菱重工業株式会社 神戸造船所)における検査

技術基準に基づく規格
帝で定める検査圧力で 10分保持した後、検査圧力に耐えてい

るかどうかを事業者の品質記録により発電所において確認する。

なお、耐庄検査、漏えい検査要領図を添付資料-3(2/2)に 、耐圧検査、漏えいゎ.
査昇降圧曲線を添付資料T4に示す。

(b)発電所における検査

技術基準に基づく規格士で定める検査圧力で 10分保持した後、検査圧力に耐えてい

るかどうかを目視により確認する。

なお、耐圧検査、漏えい検査要領図を添付資料下3(1/2)に、耐圧検査、漏えい検
査昇降圧曲線を添付資料-4に示す。

(2)漏えい検査

a.検査前確認事項 :耐圧検査に同じ

b.検査手順

(a)工場 (三菱重工業株式会社 神戸造船所)における検査 、

耐圧検査終了後、技術基準に基づく規格で定める検査圧力で耐圧部分からの漏えいtゥ

有無々事業者の品質記録により発電所において確認する。

なお、耐圧検査Ⅲ漏えい検査要領図を添付資料=3(2/2)に 1耐圧検査、漏えい検
査昇降圧曲線を添付資料-4に示す。
(b)発電所における検査

耐圧検査終了後、技術基準に基づく規格で定める検査圧力で耐圧部分からの漏えいの

有無を目視により確認する。

なお、耐圧検査(漏えい検査要領図を添付資料-3(1/2)に、耐圧検査、漏えい検
査昇降圧曲線を添付資料-4に示す。

*:「社団法人日本機械学会発電用原子力設備規格 設計・建設規格 (2005年版(2007年追

補版を含む))(JSME S NCl‐ 2005/2007)」

溶
辛



V.判 定 基 準
1.材料検査           '
工事計画のとおりでありこ技術基準に適合しないものでないこと。

2.構造検査

(1)寸法検査

工事計画に記載されている各部の主要寸法の測定値が許容範囲内にあること。

(2)外観検査

有害な欠村f苗 (表面のかき傷、摩耗、クラック、腐食等の欠陥のうち、機器の健全性に影響

を及ぼすもの)がないこと。    1

(3)み唇付検査                 ′

工事計画のとおりに据付施工されており、技術基準に適合しないものでないこと。

3.強痩・漏えい検査

(り 耐圧検査

検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。

(2)漏えい検査

著しい漏えいのないこと。

VI.添 付 資 料

1.検査範囲図

2.主要寸法決ll定要領   
｀

3.耐圧検査下漏えい検査要領図

4.耐圧検査、漏えい検査昇降圧曲線

5.立会区分表

6.検査用測定機器二覧表

7.使用前検査成績書

とが
8-





】
当

添付資料-1(1/2)

(一次冷却材の循環設備)

ま





添付資料 -1(2/2)

検査範囲図 (二次冷却材の循環設備)

2廃
一 と0-

1次冷却材管ループA高温側～
加圧器



添付資料-2

主 要 寸 法 測 定 要 領

1._主要寸法 許容範囲
系統名 :一次冷却材の循環設備

1次冷却材管
ルエプ A高温側

加圧器

※ユ:( )は公称値を示す。

※2:管の」IS規格に基づく許容範囲を示す。

2.測定箇所の図

(1)主配管

検査範囲

工事計画書記載値(mm)

許容範囲(mm)
測定方法概要

タト径

(ODl)主
配
管

厚さ

(Tl)

(355.6)  
※1

352.0～ 359.2 ※2

ノギスにより諸測する。

円周 2方向 (90° ピッチ)

(35,7) ※l

31。 2｀ 40。 2 ※2

超音波式厚み計により討測

する。

円周4点 (90° ピッチ)

ぶ
盈



添付資料-3(1/2)

-12-
∂∂

耐圧検査、漏えい検査要領駆:(菱電所)



添付資料-3(2/2)

帯
掛

輝子圧検査、篤え.い検査要領解t(■場)



添付資料-4

耐圧検査、漏えい検査昇降圧曲線

1.昇降圧曲線の概要

検査圧力

0

一時 間 (分 )

2,検査条件

系統名 :一次冷却材の循環設備

検査範囲は添付資料‐1「検査範囲図」による。

※ 1:発電所における耐圧検査圧力は、通常運転圧力 (15.41 MPa)の 1.1倍の圧力で行う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と同一とする。

※2:工場における耐圧検査圧力は
'最
高使用圧力 (17.16 MPa)の 1.25倍の圧力で行う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と同■とする。    I        I

圧
　
力

(MPa)

漏えい

検査

耐圧

検査

検査範囲

通常運転

圧力

(MPa)

最高使用

圧 力
(MPa)

耐圧検査.漏えい検査
圧力 (MPa)

耐圧検査

保持時間

(min)

水圧・気圧

の区分 |

一次冷却材の循環設備

主配管
15,41 17,16

16_96※
1

(15141 MPa× 1.l)
10 水圧

21,45※
2

(17116 MPa X l.25)

賛

d2



添付資料-5

立 会 区 分 表

※1(記号説明) :
r  AO:立会検査
B :記録確認検査

※2 工場段階における単品での耐圧検査、漏えい検査は、記録確認とする。

設 備 名 機 器 等

の 名 称

耐 震

クラス

技術基準

の 区 分

検 査 項 ※ と

構

考
材料 寸法

外観 。

据 付

雨ヽ子圧 。

漏えい

原子炉冷却

系統 設 備
主配管 As 1 B B A0 AF2

涛
縛



検査用測定機器下覧表

1.主酉己管

検査項目 検査用機器

寸法検査

超音波式厚み計

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

精度については、記載の精度以上を満足すること。

測定範囲 精 度

添付資料-6

備考

外
径 ノギス

厚
さ

客S
づ/



添付資料-7
10検討受使-0173

関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機

構造 、強度 又 は漏 え い に係 る

使 用 前検 査 成績 書

:原子炉冷却系統設備
: 一次冷却材の循環設備
(主配管〉

要領書番号 : 10検要(高浜 1)使イ02

平成  年  月

3♭

名

名

備

統

設

系

督



1.発電所名

2.検査の種類

3,検査申請

4.検査期日

5,検査場所

6.検査結果

7.添付資料

日

日

角

月

年

年

自

至

使用前検査成績書

関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る原子炉冷却系統設備のうち

一次冷却材の循環設備 (主配管)の使用前検査

使用前検査申請番号

関原発 第 464号 (平成 22年 12月 17日 )

平成

平成

関西電力株式会社 高浜発電所
福井県大飯郡高浜町田ノ浦

検査結果
二覧表のとおり

(1)検査前確認事項

(2)材料検査記録

(3)寸法検査記録

(4)外観検査記録

(5)据付検査記録

(6)耐圧検査、漏えい検査記録

(7)検査用測定機器一覧表

~ど
移
~



8.検査実施者

検 査 年 月 日 電 気 工 作 物 検 査 員  印 検 査 立 会 責 任 者  印
(ボイラー・タービン主任技術者)

特 記 事 項

当帯



検 査 結 果 覧 表
素  鉢  鬼  ・ ― 来 浴 期 ぶオの 循 麗 諮 繕

電 気 工 作 物 検 査 員  印

―

懇

―

錐
恥

検 査 範 囲

主配管

il次冷却材管 .
ループA高温側

平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

検査立会責任者 印 備 考

ボイラー・タービン

主任技術者

平成 年 月 日 平成  年  月  日
加圧器

ポイラー・タービン

主任技術者

強度・漏えい

検査

平成 年 月 日 年  月  日平成

平成 年  月

据付検査

|

|

外観検査

1

1

|

平成 年 月 日

構  造  検  査

寸法検査

平成 年 月  日平成 年 月 日平成 年  月 日

材料検査



系 統 名 :一次冷却材の循乗設備 (主配管 )

検査項目 :材料検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備されているこ

と。

必要な図面が準備されていること。

系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (主配管)

検査項目 :寸法検査

(1)検査前確認事項

確

事業者の品質記録が準備されているこ

と。

必要な図面が準備されていること。

主要寸法の測定に使用する検査用測定機

器の校正が完了しており、校正有効期限

内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していること。

添付資料―(1)-1

検査年月日:平成  年  月  日
(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

結 果 備 考

工事計画認可申請書

添付図画

検査年月日.:平成  年  月  日
(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象

記録 品質記録

記録
工事計画認可申請書

添付図面

校正記録

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

記録

記録

一
事認

記録

3常
―

鋒
一

確認方法 確認対象

品質記録

備 考



系 統 名 : 一次冷却材の循環設備 (主印管 )

検査項目 :外観検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備されていること 記録

必要な図面が準備されていること。 記録

系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (主配管 )

検査項目 :据付検査

(1)検査前確認事項

添付資料―(1)-2

検査年月日 :平成  年  月  日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果 備 考

品質記録

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備されていること 記録

必要な図面が準備されていること。 記録

工事計画認可中請書

添付図両

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 備 考

品質記録

工事計画認可申請書

添付図面

r翌 一

文́

結 果



系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (主配管 )

検査項目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

使用する検査用測定機器の校正が完了し

ており、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、測定精度を有している

こと。

系統構成が確立されていること。

系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (主配管)

検査項目 :漏えい検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備され、検査が行

える状態であること。

必要な陳t面が準備されていること。

使用する検査用測定機器の校正が完 了し

ており、校正有効期限lttlであること及び

必要な測定範囲、測定精度を有している

こと。

添付資料―(1)-3

検査年月日 :平成  年  月  日
(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果 備  考

記録 品質記録

記録
工事計画認可申請書

添付図面

記録 校正記録

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

目視 現場又は中央制御室

使用前検査実施

要領書 添付資料
‐3(1/2)「耐圧検
査、瀑えい検査要

領区l(発電所)ェ

確認方法

記録

記録

ロフ‡見

窮
‐ 一

検査年月日 :平成  年  月
(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認対象 結 果 備 考

品質記録

工事計画認可申請書

添付図面

校正記録記録

使用前検査実施

要領書 添付資料
‐3くと/2)「耐圧検
査、漏えい検査要

領図(発電所)」

4

系統構成が確立されていること。 現場又は中央制御室



添付資料―(2)

高浜発電所 第 1号機! 本オ料 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

判定基準 工事計画のとおりであり、技術基準に適合しないものでないことと

名  称 材  料

SUS310TP

備 考

。工事計画に記載されている材料を事業者の品質記録 (材料検査証明書等を含む)により確認。ま

た、技術基準で要求される非破壊試験の結果を事業者の品質記録(事業者検査実施日:平成  年
月  日)によ:り確認。

― 盤 一

々t

検査結果検査年月日検査方法

記録確認 平成  年  月  日
主
配
管

1次冷却材管
ループA高温側

加圧器



添付資料―(3)

高浜発電所 第 1号機  寸 法 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

判定基準

検査年月日

検査範囲

1次冷却材管
ループA高温側

管

加圧器
厚さ

(Tl)
31.2～40.2

外径

(ODl)

工事計画に記載されている各部の主要寸法の測定値が許容範囲内にあ

ること。

平成  年  月  日 検査結果

工事計画記載値 事業者検査年月日

検査方法

許容範囲

(355.6)

記録確認

352.0～ 359:2

(35.7)

llull

mlll

主
酉己
管

認記録確

備考

※ 測定値は最小値と最大値を記載 (事業者の品質記録により確認)

-2・5-
4Ь

平成 年 月 日

測定値 ※

平成 年 月 日

工事計画記載値の ( )は公称値を示す。



添付資料―(4)

検査場所 : ‐関西電力株式会社 高浜発零所

系 統 名 : ―次冷去口材の循乗設備

有害な欠陥 (表面のかき傷(摩耗、クラック、腐食等の欠陥のうち、機器
の健全性に影響を及ぽすもの)がないこと。判定基準

検査結果校査方法 検査年月日検査範囲

平成  年  月 日目 視
主
配
管

1次冷却材管

ルエプA高温側

加圧器

考備

鍋
望



添付資料=(5)

高浜発電所 第1号機  争居イ寸検査記録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

判定基準
工事計画のとおりに据付施工されておりi技術基準に連合しないものでな
いこと。

検査年月日 検査結果検査範囲 検査方法

目 視 平成  年  月 日
主
配
管

1次冷却材管
ループA高温側

力E圧器

備 考

路
~



添付資料T(61-1

高浜発電所 第1号機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 ―次冷却材の循環設備

判定基準
圧検査 :検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。
えい検査 :審しい漏えいのないこと。

検査年月日 平成  年  月  日

検査範囲 圧 力
(MPa)

17.16

備
i考

事業者の品質記録により確認する。

・工場における耐圧検査圧力は、最高使用圧力 (17.16 MPa)の 1.25倍の圧力で行う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と同一とする。

・使用した検査用測定機器  圧力計 :正 (       )副 (       )

-29-
そど

最

主
配
管

検査結果

事業者検査年月日

平成 年 携 迪
漏えい検査

圧 力
(MPa)

耐圧検査

圧 カ
(MPa)

保持時間

(min)

検査方法|

記録確認

1次冷却材管

ループA高温側

加圧器



高浜尭亀所 第1与機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

判定基準
耐圧検査  :検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。
漏えい検査 :著しい漏えいのないこと。と

検査年月日 平成 年  月

最高使用

圧 カ
(MPa)

検査結果

添付資料―(6)-2

漏え彰

圧 力
(MPa)

日

検査範囲

備 考

i発電所における耐圧検査圧力は、通常運転圧力 (15,41 MPa)の 1.1倍の圧力で行う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と同一とする。

・使用した検査用測定機器  圧力計 : 正 (       )副 (       )

29-
4R

通常運転

圧 力
(MPa)

耐圧検査

圧 力
(MPa)

保持時間

(min)

主
配
管

1次冷却材管

ループA高温側

加圧器

15。41 17,16



添付資料―(7)

検査用測定機器一覧表

1.主配管

検査項目

耐圧検査、

漏えい検査

検査年月日 :平成  年  月  日
と検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所1__

検査年月日 :平成  年  月  日
[検査場所 :関西電力株式会社

・
高浜発電所こ

(諷ll)

開

一

葱房

検査用

測定機器
計器番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

校正有効期限
備考

寸法検査

外
径 ノギス

厚
さ 超音波式厚み計

検査項目
検査用

測定機器
計器番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

校正有効期限
備考

屋力計

(正 )

工場
(冨1)

(正 )

発電所





汗呵
ユ

10検計受使-017ョ

関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機

構 造 強 度 又 は漏 えい に係 るヽ

使 用 前検 査 成 績 書

名

名

備

統

設

系

原子炉冷却系統設備

■次冷去澤材の循環設備

(主配管)

10検要(高浜 1)使イ02

平成グ3年 子月

要領書番号

デ々



1.発電所名

2.検査の種類

3.検査申講

4.検査期日

5。検査場所

6,検査結果

7.添付資料

使用前検査成績書

関西電力株式会社 高浜発電所第1号機

構造、強度又は漏えいに係る原子炉冷却系統設備のうち

一次冷去「材の循乗設備 (主配管)の使用前検査

使用前検査申請番号

関原発 第464∫号(平成22年 12月 17日 )
凩床施寿 '7寺 (千ば2∂今4丹 !主日)*|
自   平成23準 1月 2q日
至   平成 Z3年 字 月 ′∂ 日

関西電力株本会社 高浜発電所
福井県大飯郡高浜町田ノ浦

検査結果一覧表のとおり

(1)検査前確認事項

(2)材料検査記録

(3)寸法検査記録

(4)外観検査記録    !
(5)据付検査記録

(6)耐歴検査、漏えい検査記録

(7)検査用測定機器二覧表

ポi独 sif、 ぉ 建乏
lH膏れをヽT

い

幸



8.検査実施者

朝 23鼻 IRブ党題

ギ炭zむ 44月 1浄 日
卜

く

特 記 事 項

感 し

F3 じ

検 査 立 会 責 任 者  印
(ボイラ■ !タービン主任技術者)

千 囲 熟 毎

検 査 年 月 日 電 気 工 作 物 検 査 員  印

1¶ 4可 生 帯司



検 査 結 果 覧 表
琢  然  ゑ 一 狩 滲 鞠 木チの緒 甍 辞 イ替

検 査 範 囲

主配管

1次冷却材管
ループA高温イ貝ll

加圧器

電 気 工 作 物 検 査 員  印

材料検査

平成燃年1月呟qョ 平成騨 I月 29日 平成 年 月

検査立会責任者 印 備 考

鉛静

米止
;BL::を

'与

,チI球

膝嚢愛

絶 術に

舛み検在

ボイラー・タービン

主任技術者

平成述年γ月/∂日

ボイラー・タービン

強度・漏えい

検査

平戸賊 3年 十月期 日 平成お年/月だ7日

Жl見

平成2δ年学月′′日

平成 年 月

平成Zδ年年月r'日
| 平成Zじ年十月r今回

欠 久
|

|

た イZ

構  造  検  査

寸法検査   i  外観検査   1  据付検査

ユ

メ年平成

見

平成 年 月



系 統 名 :一次冷去「材の循環設備 (主配管)

検査項目 :材料検査

(1)検査前確認事項

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料―(と)-1

絵査年月日 :平成五e年 十 月ニダ日
(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認対象 結 果

品質記録

工事計画認可申請書

添付図面

校正記録

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備 されているこ

と。

必要な図面が準備されていること。

系 統 .々 :一次冷却材の循環設備
`キ

配管 )

検査項目 :寸法検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備 されているこ

とと

必要な図面が準備されていること。

主要寸法の測定に使用する検査用測定機

器の校正が完了してお り、校正有効期限

内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していること。

記録

記録

― キ

備  考確認方法

記録

結 果

核

た
工事計画認可申請書

添付図面

品質記録

確認対象

確認方法

記録 後

後

備 考

記録

後

β



系 統 名 :一次冷去「材の循乗設備 (主配管)

検査項目 :外観検査

(1)検査前確認事項

必要な図面が準備 されていること。

系 統 名 :一次冷去「材の循環設備 (主配管)

検査項目 :据付検査    i
(1)検査前確認事項

事業者の品質記録が準備されていること

必要な図面が準備されていること。 記録

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料―(1)-2

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

結 果 備・考

β

(検査場所 :関西篭力株式会社 高浜発電所)

確認対象

=事
計画認可申請書

添付図面

障

恥

事業者の品質記録が準備されていること

確 認 事 項 確認方法

記録 品質記録

確認対象

記録
ェ事計画認可申請書

添付図面

孜ヽ
一
薇

確認方法 結 果 備 考

夜



系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (主配管 )

検査項目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

添付資料―(1)-3

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果 備 考

記録 品質記録

記録
工事計画認可申請書

添付図面

校正記録

現場又は中央制御室

箆

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果

記録 品質記録 孜

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備 され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

使用する検査用測定機器の校正が完了し

ており、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、瀕1定精度を有 している

こと。

系統構成が確立されていること。

系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (主配管)

|

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

校

2

事業者の品質記録が準備され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

使用する検査用測定機器の校正が完了し

ており、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、測定精度を有している

ことも

記録
工事計画認可申請書

添付図面

記録 校正記録

目視 現場又は中央制御室

執

核

抜

象
使用前検査実施

要領蕃 添付資料
‐3(1/2)「耐圧検
査、漏えい検査要

領図儀電所)」

使用前検査実施

要領書 添付資料
‐3(V2)「耐圧検
査、漏えい検査要
領図(発電所)」

備 考

・

系統構成が確立されていること。

嘲
乾討



系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (主配管)

検査項目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

使用する検査用測定機器の校正が完了し

ており、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、測定精度を有している

こと。

系統構成が確立されていること。

系 統 名 :一次冷去「材の循環設備 (主西己管)

検査項目 :漏えい検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備 され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

添付資料―(1)工 3

唐

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所 )

校正記録

目視 現場又は中央制御室

使用前検査実施

要領書 添付資料
・3(1/2)「耐歴検
査、漏えい検査要

領図(発電所)」

身 霰

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所 )

確認方法 結 果

工事計画認可申請書

添付図面

校正記録

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 1認 事 項

▼次品質記録

▼旅
一
決
′

使用する検査用測定機器の校正が完了し

ており、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、測定精度を有している.

こと。

目視 現場又は中央制御室

使用前検査実施
要領書 添付資料
-3(1/2)「耐圧検
査、漏えい検査要

領図(発電所)」
|

―
ぎう

確認方法 確認対象

決

結 果

工事計画認可申請書

添付図面

品質記録記録

記録

記録

激

及ヽ

被

確認対象 備 考

記録

記録

記録

系統構成が確立されていること。

7‐

旅



高浜発電所 第 1号機  本オ料 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 二次冷却材の循環設備

工事計画のとおりであり、技術基準に適合しないものでないこと。判定基準

検査結果材  料 検査方法 検査年月日名  称

秩
主
配
管

1次冷去F材管
ループ A高温側

加圧器

SUS316TP 記録羅自認

添付資料T(2)

平成ぢ 年 日

備 考

・工事計画に記載されている材料を事業者の品質記録 (材料検査証明書等を含む)により確認。ま

た、技術基準で要求される非破壊試験の結果を事業者の品質記録 (事業者検査実施日:平成お 年

十月 +7日 )に より確認。

―■開脂―

1持プ

参∫ク



添付資料―(3)

高浜発電所 第 1号機  寸 法 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷‐却材の循環設備

判定基準

検査年月日 平成ユ3年 (月 n,

工事計画に記載されている各部の主要寸法の測定値が許容範囲内にあ

ること。

日 検査結果 技

検査範囲 検査方法

工事計画記載値 事業者検査年月日

許容範囲 測定値 ※

(35。 7)

主
配
管

厚さ

(Tl)
Illlll

ジ渉
ξ∂

がと3と 12～ 40.2

備考

※ !測定値は最小値と最大値を記載 (事業者の晶質記録により確認 )

-2許 一

幸

平成嗚年イぷ7日
外径

(ODl)
記録確認

352.0～ 359。 2

(355,6)

rnm

きsぅ、P ～θδクイ

平事B年十月ヽ7日

1次冷去l材管
ループA高温側

力H圧器

管

記録確認

工事計画記載値の ( )は公称値を示す。

露



添付資料二(4)

高浜発電所 第 1号機  外 観 検 査 記 録

襟査場所 :ヽ 関西篭力株式会社 高浜発電所

系 統 名 ! 一次冷却材の循環設備

判定基準
有害な欠陥 (表面のかき傷、摩耗、クラック、病食等の欠陥のうち、機器

の健全性に影響を及ぽすもの)がないこと。

検査範囲 検査方法 検査年月日 検査結果

主
西己
管

1次冷却材管
ループA高温側

加圧器

目 視 平成拶
～
4月 1'日

ヽ

及

備 考

警 一

律け
、



添付資料―(5).

ヽ

及

高浜発電所 第■号機 据付検査記録

襟査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷去H材の循乗設備

判定基準
工事計画のとおりにす居付施工されており、技術基準に適合しないものでな

いこと。

検査範囲 検査方法 検査年月日 検査結果

主
配
管

1次冷去F材管 ・
ルエプA高温側

加圧器

目 視 平成,,う年十月t浄日

備 考

角 bθ



添付資料―(6)二 l

θ

主
配
管

高浜発電所 第1号機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所  : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 峯 : 一次冷去「材の循環設備

判定基準
耐圧検査  :検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。
えい検査 :著しい漏えいのないことも

検査年月日 平成お年
|イ 平月 日 検査結果 狭

検査範囲

最高使用

圧 カ 検査方法
事業者検査年月日

平成憩年 十丹考油

保持時間 漏えい検査

1次冷却材管 (m0

圧 カ
(MPa)

プ A高温側
17,16 記録確認

基 整 、 ュユ、
θ

備 考
事業者の品質記録により確認する。

・工場における耐圧検査圧力は、最高使用圧カ (17.16 MPa)の 1,25倍の圧力で行 う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と

・使用した検査用測定機器  圧力計 :正

書 一

//

島1

耐圧検査

圧 1カ

(MPa)

々2・″



添付資料―(0-2

高浜発電所 第二号機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査結果

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

半U定基準

検査年月日

耐圧検査  :検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。
漏えい検査 :著 しい漏えいのないこと。

平成巧年4月 、
=日

ヽ

及

検査範囲

通常運転

圧 カ
(MPa)

1次冷却材管
ループ A高温側

・使用した検査用測定機器  圧力計  ヽ正

F子
Ⅲ
r/ (71

最高使用

圧 力
(MPa)

耐圧検査

圧 カ
(MPa)

保持時間

(min)

漏えい検査

圧 カ
(MPa)

主
配
管

15。 41 17.16

圧器

考

。発電所における耐圧検査圧力は、通常運転症力 (15,41 MPa)の 1.1倍の圧力で行う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と同二とする。

昌1

―孝

浮
b2



添付資料―(7)

検査用測定機器一覧表

1.主配管

検査項目

寸法検査

検査項目

耐圧検査、

漏えい検査

検査用

測定機器

ノギス

厚
さ 超音波式厚み計

検査用

預1定機器

圧力詩

検査年月日 :平歳 略 年 FI月 つダ 日

E検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所]

涙1定範囲 備考

[検査場所 I関西電力株式会社 高浜発電所]

校正年月日

校正有効期限
計器番号

(属1)

校正年月日

校正有効期限
話器番号 測定精度

易 r∂ 、デ、9,

ュど〉r∂、と,I
2沙rr iる _,∂

"rr
!プ F

測定範囲 測定精度 備考

,

r/tF、 r野

rr.T.17

FFゴみガ_

発電所

工場

― 弓 併

等
だ



添付資料―(7)

検査用測定機器■覧表

1.主配管

検査項目

寸法検査

検査項目

検査用

測定機器

ノギス

超音波式厚み計

検査用

測定機器

圧力計

厚
さ

E検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所]

計器番号 測定範囲 測定精度 備考

(e

[検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所]

計器番号 測定範囲
校正年月日

校正有効期限
備考

工場

2θ

勢rr、
力(1

ユ.rみ

と 、 今。
発電所

移、Fa

む、つο

耐圧検査、

漏えい検査
で

校正年月日

校正有効期限

一零笑戸

巧
ど宅Z笠



:関
西電力株式会社

′

高浜
‐
発電所 第■号機
「
使用前検査成績書

.

要領書番号 :平成 22・ 12・ 17原第 5号 01

冷4'5年
'ど
角

原子力規制委員会



使用前検査成績書

と 発電所名   関西電力株式会社  高浜発電所第 1号機

2 検査申請 使用前検査 申請番号

関原発第 464号
F美月原発第  37号
関原発第 203号 ・

関原発第 618号
関原発第 199号
関原発第 538号
関原発第  7■ 号
関原発第 156号
関原発第 221号

(平成 22年 12
(平成 23年  4
(平成 28年  7

日

日

日

日

日

日

７

２

６

４

１

５

１

１

　

　

２

　

　

１

月

月

月

月

月

月

月

月

月

(20120年  3
(2022年  7
(2022年 12
(2023年  5

６

７

年

年

３

３

２

２

０

０

２

２

26日 )

2と 日 )
13日 )

3 検査期 日

4 検査場所

5 検査範囲

為 J年 7月 i守 日

茶 5年 で角28日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町園ノ浦

設備名 :原子炉冷封l系統設備
系統名 :―奈,冷

‐去「材の循秦設備

検査姑象設備 :主配管

6 検査結果   検査結果一覧表のとお り

今

今

自

至

＼

/



7 特記事項

谷すヽも5本 7R19a をし '

今和準 ,ぃ 2郎 奪に

検 査
｀
結 果 覧 表

工事の工程
｀
検査結果 電気工作物検査官

圏 発電用原子炉の臨界反応操作を開始

することができる状態になった時
桑ヽ

浴オ・ゥ丁年口月l, 日

写望し

ハ 徽ゝノ ン
t

五 工事の計画に係 る全ての工事が完

了した時

盈ヽ
冷舎 5年 思準李B

有断 上各

2/μ_~


